
 

 

子どもの福祉は、「最善の利益」から「尊厳の確保」へ 

 

 

 

 

 

最善の利益 

出来る限り 許す範囲で  

達成のレベルを問わない 

達成の内容を問わない 

 

 

 

 

尊厳の確保 

支援内容の具体化 

達成レベルの視覚化 

達成レベルの保証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「最善の利益」は、行政特有の”逃げ”です。 


